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３  はじめの言葉 

 
４ 企業文化が色濃く反映される情報システムの有り様      田原文夫 

企業等ユーザー組織には文化がある。企業文化などと言い表される。企業合併などで「カ

ルチャーショックを受けた」などと表現される場合もある。情報システム作りにもまた、

企業文化が反映される。経営統合、事業統合が行われても、情報システム統合の作業が遅

れるという問題が表面化することがある。時には、それが事件となることもある。その原

因は「互いの企業文化の衝突だ」と分析されることもある。また、情報システム作りの理

念の問題だと指摘する声もある。昨今、クラウドサービスが標榜されるようになって、情

報システムそのものの所有を否定する論まで出てきて、情報システムの有り様をめぐる議

論はますます熱を帯びてきている。しかし忘れてはならないのは、問題はフレームワーク

としての情報システムではなく、企業等ユーザー組織体が必要とする情報および情報処理

を取り扱うことが本質だということである。 

 
１１ 情報社会を考える その５ 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか           編集部 

ツイッターへの書き込みで国会議員になったとか、大臣にまでなったとかいう仁が現れ

れば、一方では、既存マスコミからの取材要請にはケンモホロロ、鼻にも掛けなかった小

沢一郎元民主党党首が、インターネットメディアに長時間ライブ登場するなど、記者クラ

ブ制度でノウノウとしてきた大手マスコミを牽制している。マスコミメディアを取材され

る側が選択する社会になった。まさに、情報社会とは何かをさぐりつつ、我々の行動様式

自体が変わりつつあることを象徴しているようだ。併せて、国を変えるには、我々自身が

変わらなくてはならないだろうし、国会議員にも変わってもらわなくてはならない。当然、

税金の使い方、使い道も変えてもらわなくてはならない。できれば、将来的に国の輸出産

業に成長する可能性がある分野への税金投入をしてもらいたい。情報社会とは、我々国民

に繁栄と幸せをもたらすものでなくてはならない。そういう社会の創造を叶えるコンピュ

ータ活用を考える。それがコンピュータサイエンスの原点であると思う。 

 

１５ 本物のクラウドサービスの確認と課金設定の仕方／され方   aism                 

何故クラウドサービスは従量課金が可能か 

クラウドサービスが普及しているという喧伝から、実際のクラウドシステムの導入事例

を見てみると、改めて「クラウドサービス／クラウドコンピューティングって何だ」とい
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う気がしてくる。酷いものになると、単なるアウトソーシングサービス、データセンター

サービスをクラウドサービス／プライベートクラウドコンピューティングだといってい

るに過ぎないものもある。まあ、この業界の特有の「横並び戦術」はいつものことだが、

将来的な成長性が認められるものから、期待感のなさそうなものまでいろいろあるようだ。

改めて課金問題の本質を探るとともに、クラウドサービスの基本ポイントとは何かを検証

してもらった。aism ネットクラブで討議は、アウトソーシングサービスの活用全般を今一

度棚卸し直してみることも含めた議論に発展してきた。 

 

２０ クラウド時代のシステム運営 

 どこまで雲を信じるか  まさかに備えるオペレータ教育   雲隠才蔵 

クラウド時代のデータセンターの教育プラン その１ 

〔ポイント〕データセンターのオペレーション作業は、いくつかの理由から一般の情報シ

ステム部門の他の仕事とは区別されてきた経緯がある。したがって、データセンターオペ

レーションに関わる人材教育計画を立てる際には、オペレーション業務独特のスケジュー

ル、これまでの経験、実際の作業内容において必要とされる技能等について、慎重に考慮

しておかなければならない。ここでは、データセンターオペレーションに関わる教育固有

の特徴について言及し、本格的なクラウドコンピューティング時代のデータセンター運営

における人材育成について述べてみたい。 

限りなくオペレーション作業をアウトソーシング化する傾向にあるが、ある日突然、手放

したはずのオペレーション作業を自社運営に戻さなくてはならない事態に陥るかもしれ

ない。そのためのリスクマネジメントであり、転ばぬ先の杖としたい。 

 

２５ 人材紹介業界の秘話と悲話 

    人件費関税のない不平等通商条約の狭間        Dr.ベスト 

第六話 「腐っても鯛」と胸を張れるか 

人件費という最大の物価問題が、すべてのビジネス競争力を凌駕し左右しているという

のが、今世紀に入っての大きな特徴だ。情報処理技術者の人材調達／人材紹介事業でも、

それが最大のファクターであり、最重要ポイントになっている。技術力、仕事の出来映え、

作業品質などよりも最優先されている。ユーザー組織が何故、その総体である日本国が何

故、必要とされる人材育成を自らの手で行わないのかというと、実に、この物価対策がで

きていないからだ。この物価対策ができていないところに人材調達現場の悲話がある。 

 
 
２９ 続インテリジェンスへのいざない ⑭ 

   情報管理の実現で試される人間の情報力と管理力     今井 武 

本格的なインターネット時代。玉石混交、まさにお宝情報も満載されていれば、偽造情

報も満杯だ。中には、悪意に満ちた捏造情報、迷惑情報も多い。すべての情報が正しいと

は限らない。しかも飛び交う情報の流量も速度も増加するばかりである。情報管理の思わ

ぬ落とし穴がここにある。情報管理の目的は、情報漏えい対策だと勘違いするむきもある

ようだが、情報管理とは、正しく情報を活用することにある。前回も指摘したことだが、

正しい情報管理を担う人間力には、技術としての情報管理力だけでなく、情報を分析し活

用する情報処理力が含まれる。そして情報管理を成功に導くカギは、情報管理に携わる関
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係者の信頼関係である。人間としての信頼関係のない情報管理は、情報漏えいなど不幸な

事件を起こす。 

 

３２ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第１７回 ウィキリークス事件で問われる 

米政府のインテリジェンスのあり方   根本忠明 

昨年のウィキリークスによる公電暴露活動が、世界の注目を集めたのは何故か。また、

世界最強の国家権力に対して、対等に渡り合えているのは何故か。それは、ウィキリーク

スが単なる暴露支援サイトではなく、信頼し得るメディアとしての機能を備え、様々な支

持者を獲得しているからに他ならない。ウィキリークス事件で告発されるべきは、むしろ、

内部告発の温床を作り出した米政府のインテリジェンス活動の矛盾にあると、言ってよい

のではないだろうか。 

 

３６ 一味違うウェブ検索 

 第七話 白書を読む                ぐうのうぇぶへい 

前号で、官公庁、地方自治体のウェブサイトにアクセスすることで、生の一次情報を得

ることができることを指摘した。その中で特に重要な資料が、新聞やＴＶなどマスコミが

ニュースとして取り上げる白書である。この白書の取り上げ方は、マスコミによって違う。

白書をウェブで直接閲覧し、海外からの白書への言及も含めて比較すれば、一味違う情報

の入手が可能になる。 

 
３８ 連載 ことわざ笑タイム              すぎやまチヒロ 

 
 
 
  
 
お知らせ       求む！ ヒーローズクラブ入会希望者 

               「Ｗｅ are the ＨＥＲＯes」  

ヒーローになろう 
 

   
 
   日本、世界中に漂う閉塞感を打破するために何が必要か 

 
    思い切り自由に、大胆になって、元気が出るクラブ 

 
 

詳しくは      cr-info@jmsi.co.jp      まで 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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